
ピエ ー ル ・ス ー ラ ー ジ ュへ の6つ の 質 問

新畑泰秀

I.

ブリヂス トン美術館 は、2011年 春 に 「アンフォ

ルメルとは何か?」 展を開催 した。この展覧会を

構成する重要 な作家と して、 ピエール ・スーラー

ジュに よる作品、すなわち当館の 《絵画、1969年

5月26日 》 や、ポ ンピ ドゥ ・セ ンター国立近代美

術館所 蔵 になる 《絵 画195×130cm1956年8月

10日 》 な どが展示 された1)。この展覧会開催の準

備 をしている最中に、われわれは、戦後フランス

の抽象絵画の興隆をと りま く状況 を調査すべ く、

パ リのスーラージュのア トリエを訪ねて画家への

インタビューを行 うことがで きた2)。2011年3月23

日に行われたインタビューは、ジャン・ミシェル ・

ムーリス(Jean-MichelMeurice)に よ って撮影 され、

その映像は 日本で編集 された後、展覧会場 で 「ピ

エール ・スーラージュへの6つ の質問」 と題 して

鑑賞者 に提示 された(fig.1)。 ブ リヂス トン美術

館は、これをひとつの契機 として画家のア トリエ

よ り近作のひ とつである 《絵画2007年3月26日 》

(fig.2,3,p.58参照)を 蒐集することになった。

《絵 画2007年3月26日 》 は、「ア ンフ ォル メル

とは何か?」 展 に出品された作品ではないが、一

方で他のいか なる展覧会 にもこれ まで出品されず、

画家のア トリエ を出た ことがない。黒一色で覆わ

れ、水平方向の複数のテクスチャーを、光の反射

により多様な表情 を観賞者に提示する、画家の近

作 を代表する作品のひとつである。スーラージュ

は、戦後間 もない時期 よりフランスにおいて抽象

絵画を先導 して来たが、戦後の一時期のみならず

半世紀以上の長 きにわた り抽象画を独 自に発展 さ

せて きた画家 として、特 にヨーロッパで見直 しが

急速 に進んでいる。画家の集大成 とも言える今 回

の収集 は、戦後抽象絵画 を新 たなコレクシ ョンの

核に据 えるブリヂス トン美術館 においては、重要

な機会 となった。

スーラージュへ のインタビューは、上述の通 り

ブリヂス トン美術館の展示室で2011年 に公開 した

ものの、同展図録にその内容 をテキス トとして掲

fig.2

ピエ ー ル ・ス ー ラ ー ジュ 近 影 、2013年5月 、 パ リ に て

fig.1

「アンフ ォルメル とは何 か?」 展(2011年)会 場 で展

示 した インタヴュー映像 の1コ マ

fig.3

ピエ ー ル ・ス ー ラ ー ジ ュ 《絵 画2007年3月26日 》

(C)ADAGP,Paris & JASPAR,Tokyo,2014 EO940
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載す ることはな く、その一部抜粋が展覧会会期中

に刊行 された 『週間読書人』で紹介 されたのみで

あ る3)。映像 は短編(12分)で はある ものの、ス

ーラージュ自身を知ることはもちろんのこと、こ

の たびの収 集作 品 《絵画2007年3月26日 》 を理

解するためにも重要な ものであ り、本稿 において

これをあらためて紹介することとしたい。

II.

第二次大戦後のパ リで起 こった前衛的絵画運動

「アンフ ォルメル」。 フランス語で 「非定形 なる も

の」を意味す るこの言葉は、1950年 に批評家 ミシ

ェル ・タピエ によって戦後のフランスに胎動する

新たな非具象的な絵画 として提唱 された。これは

フォー トリエ、 ヴォルス、デュビュ ッフェを先駆

者 として、 ミシ ョー、スーラージュ といった作家

たち、加 えて当時パ リにいたザオ ・ウーキー、堂

本尚郎、今井俊満な どが これにかかわった。彼 ら

は、それまでの絵画の具象的、構成的、幾何学的

なイメージを脱却 し、理 性では捉 えられない意識

下の心の状態か ら生み出されるものの表現 を試み

た。現在、 ブリヂス トン美術館では、戦後 フラン

スにおいて、モネ、セザ ンヌ、 ピカソを超 えた新

しい絵画の創造を 目指 した画家たちによる作品を

展示 した 「アンフォルメルとは何か?-20世 紀 フ

ランス絵画の挑戦」展 を開催 している。 この展覧

会 にあわせて、われわれは、戦後 フランスの抽象

絵画 を代表する作家であ り、本展において も重要

な位置を占めているピエール ・スーラージュへの

インタビューを試みた。

ピエール ・スー ラージュは1919年 、 フランス中

南部アヴェイロン県のロデーズに生 まれた。故郷

には、ケル トや ロマネスクの遺跡が多 く、彼 はと

りわけ12世 紀 のコンクの教会堂を毎 日眺めて育 ち、

ロデーズ博物館の先史時代 の遺跡 メンヒルに刻 ま

れた抽象的記号 に興 味 をひかれ たとい う。一方

で同 じ頃、 ヴァン ・ゴッホの作 品に強い興味を抱

き、さらに1938年 、19歳 の時、はじめてパ リに出て、

ポール ・セザ ンヌとパブロ ・ピカソの絵画か ら強

い衝撃 を受けた という。その後、モンペ リエの美

術学校で学び、1946年 、27歳 の 時、パ リの郊外 に

移 り住み、本格的な画業を開始 した。20世 紀 の中

頃か ら現在 に至るまで フランス画壇 を代表す る画

家であ り2009年 に ポンピドゥ ・セ ンターで大規模

な回顧展が開催 された4)。この展覧会は1979年 に

同館で回顧展が行 われて以来、30年 の 時を経て開

催 された ものであ り、60年 以 上にわたる画家の足

跡 を振 り返 り、近作 までの作 品の発展 に重点 を置

きなが ら、画家の全作 に新 しい解釈 を示 そうとす

る試みであった。その後 も大 きな美術館 で個展が

続 くが、2014年5月24日 に は、故郷 アヴェイロ ン

県 ロデーズには ピエール ・スーラージュ美術館 が

誕生する5)。

ス ーラージュの作品は、アンフォルメル運動 の

主導者 ミシェル ・タピエが1952年 に著 した 『別の

芸術』に作 品が掲載された(fig.4)。 しか し、その

活動 は、終戦直後か ら独 自の抽象表現を展開する

画家 として注 目されていた。このあた りの状況に

ついて、筆者が最初 に 「ア ンフ ォルメルの芸術」

について話題 にした時より、作家は、これは 「運動」

ではなく、「傾向の顕れ」であった、と言及 していた。

これを踏まえて制作 された今 回のインタビュー映

像は、 これまで主 に研究者や批評家の言説 に依拠

していた戦後 フラ ンスに胎動 した新 しい抽象絵画

について、明 らかにに側面 を浮かび上が らせ るこ

とになった。

III.

ピエ ー ル ・ス ー ラ ー ジ ュへ の6つ の 問 い

2011年3月23日 、 パ リの ア ト リエ に て

Q.1940年 代 末か ら50年 代初めにおいて、絵画創造

のインス ピレーシ ョンを どこからか受 けていまし

たか?

PS.私 自身が インスピレーシ ョンの源で した。私

はあちこちからインス ピレーシ ョンを得る画家で

はあ りませんで した。東洋の美術、黒人の美術、

fig.4

ミ ッシ ェ ル ・タ ピエ 『別 の芸 術 』、1952年

ブ リ ヂ ス トン美 術 館 蔵
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イスラム美術 などからイ ンス ピレーシ ョンを得る

人 もいますが、私はそ うではあ りませ んで した。

そういうものが、私のイ ンス ピレーシ ョンと考え

たことはあ りません。だいたい、そ うい う芸術に

ついて当時、良 く知 りませ んで したし。当時、あ

ま りよく知 らなかったので。今は、少 しは知 って

いますが。そうい うことです。私 に影響 を与 えた

もの。それは、私 自身であろうとしました。そう

いうことです。

Q.ミ シ ェル ・タピエ について、 どの ようにお考 え

ですか?

PS.タ ピエは興味深い人物で した。 しか し、残念

なが ら小 さな、小 さな集団で した。 タピエは、私

たちと近い立場 を擁護 していましたか ら、重要 な

人で したが、小 さな存在で した。「私 たち」とは、

ギャラリーの2人 の友人のことです。私 をいれて3

人 いました。アル トゥング、シュネーデル、そ し

て私です。 アルジャンソン通 りにあった小 さなギ

ヤラリーです。1940年 代 末のことで した。人 とし

て タピエはよかったですね。感 じのいい人で した。

次は、 タピエが企画 した展覧会 をどう思うか?

とい うご質問ですね。ええ、面 白かったですね、

皆が注 目するというものではあ りませんで したが、

興味深い もので した。他 にも、小 さな画廊 のやっ

ていることも面白かったですね。 コレット・アレ

ンデ ィとか、ニナ ・ドーセといった小 さな画廊の

ことです。

た、表現主義で もあ りませんで した。アル トゥン

グは、 自分 自身の絵 を表現主義 と言 っているよう

ですが。私の絵 は、表現主義ではあ りませ ん。そ

の時、私はこう書 きました。絵画のリア リテ ィー

とは3つ の ものの関係か ら成 り立ちます。まず「も

の(chose)」 。 これは記号ではあ りません、記号 は

また別物 です。オブジェで もない、「もの」 なの

です。その 「もの」に対 しては意味 を与 えること

も、またその意味 を奪 うこともで きます。「もの」

が意味 を伝達す るのではな く、「見る人」がそこ

に意味 を見いだすのです。絵画の リアリティー と

は、3つ の ものの関係か ら成 り立ちます。すなわち、

「画家」 と、絵画 という 「もの」、そして 「見 る人」

の3つ の ものの関係 から成 り立つのです。「見る

人」がその 「もの」、すなわち絵画を変えるのです。

それが作品の現実です。「見る人」 の役割が、作

品の現実の一部 を成 しているのです。今で も私は

そう思っています。1948年 に その ことを書 いたの

です。あれか らずいぶん年数 も経ちました。

Q.1958年 に ザ オ ・ウ ー キ ー と ブ リ ヂ ス トン 美 術 館

に い ら っ し ゃ い ま した ね 。

ザオ ・ウーキーとはニューヨークで会 って、一緒

に日本に来たいというので、一緒 に来ま した。彼

はあちこち、私たちについて来たのです。石橋幹

一郎 さんの ことをとても良 く覚えています。当時、

石橋 さんが 自宅 に呼んで くれました。 とても、感

Q.「 ア ンフォルメル」 とい う言葉について、 どの

ようにお考 えですか?

PS.私 は、 この言葉は感 じがいい と思い ます。ア

メリカ人が使 った 「抽象 的表現主義」 よ りず っと

良い言葉です。私は、全 く表現主義の画家ではな

いので、「抽象 的表現主義」 とい う言葉 には同意

できませんで した。抽象的表現主義 とは逆の宣言

を私たちはしたのです。絵画は感動、感覚、感情

を表 した ものではない。私 にとってはそうではな

かったのです。1948年 、 ドイツで開催 された展覧

会 の図録 にこれを書 きま した6)。(fig.5)ド イツの

大 きな美術館で行 われた巡回展です。10人 の抽象

画家 による展覧会で した。クプカ、エルバ ンな ど

も出品 していましたが、彼 らはむ しろ戦前の抽象

画家で した。私 を含めて2、3人 は、タピエが言 う

ところの 「アンフォルメル」と呼ばれる抽象画家

で した。幾何学的ではあ りませ んで したか ら。 ま

fig.5

「フ ラ ンス 抽 象 絵 画 展 」 図 録 、 ビ ュル テ ン ベ ル ギ ッ シ ュ ・ク

ンス トフ ェ ラ イ ン、シ ュ ト ゥ ッ トガ ル ト、1948年(Exhibition

Catalogue,Suoulages,2009よ り引 用)
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じのいい方 で した。今 で もご存 命ですか?私 は

存 じ上げないのですが。私が よく覚えているのは、

ブ リヂス トン美術館において歓迎 して もらったこ

とです。1958年 には じめて日本を訪れたので、と

て もよく覚えています。(fig.6)

Q.1950年 代 の作品が、あなたの現在の作品に影響

していますか?

今 の私の絵画に影響 を及ぼ している ものは、それ

よ りず っ と以前の、子 ども時代の こ とです。結

局、子 ども時代 に最 も好 きだったことに立 ち返っ

たのです。私が好 きだったのは、まず 「黒」でした。

家族が後に繰 り返 し話題 にした、私の子 ども時代

の逸話があ ります。私 自身は と言えば、幼す ぎて

覚 えてお りませんで した。私に色 を使 うように仕

向けたけれ ど、私は黒を使 うことを好 んだ とい う

のです。それで 「何 をやっているの?」 と聞 くと、

「雪を描 いてい る」 と言 ったそ うです。それで皆

は笑ったと言うのです。白い紙 に黒い線 を描いて

いたものですから。今、振 り返って説明 してみる

と、それが正 しいか どうかはわか りませんが。灰

色の紙 に黒で線 を描 くことによって、 より白く見

せ ようとしていたのだ と思い ます。この話 は、後

か ら私の記憶 に蘇って きま した。 自分の歩み を顧

みて も、結局私の制作は、いつ も 「光」 と関係が

あるのです。最初は、暗い色を明る く見せるため

に、黒 を使いま した。白のような色をよ り光 り輝

かせ るために、黒 を使 ったのです。そ して、1979

年 か ら現在にかけては、最 も暗い黒 を描いてい ま

す。光の反射を表す手段 として、黒 を使 っている

のです。これはパ ラ ドクス(逆 説)な のです。黒

は最 も光のない色で、私の作品ではその黒か ら「光」

fig.6

ブ リヂ ス ト ン美 術 館 を訪 れ た ス ー ラ ー ジ ュ 、 ザ オ ・

ウ ー キ ー と と も に、1958年

が生 まれるのです。それはもちろん表面の構造に

よります。

Q.現 在 の芸術 についてどのようにお考えですか?

PS.私 は常 に黒 を使 って、大 きな絵画 を描 いてい

ます。反射の表面のようです。そ して、反射であ

りなが らただの反射ではないのです。 とい うのも

ある色に衝突 した光は変化 します。光がことなる

色によって反射されるとき、光は もう同 じではな

くな ります。黄色 に反射する光 と、青色 に反射す

る光、緑色 に反射する光 は、黒に反射する光 とは

とて も違います。光の反射の仕方によっても異 り

ます。つ まり、そうい う反射を、 どう組み立てて

い くかが私の絵画なのです。それか ら重要なこと

があ ります。 この現象 を分析すると、そ こに私達

が見る ものは表面です。伝統的絵画では、表面 を

突 き抜けていかにも奥行 きがあるように描いてい

ます。遠近法が、ある種 の幻視 を見る者 に与 えて

いるのです。幻視は芸術ではあ りません。芸術 は

「存在」なのです。私は、それを発見 しました。

私は若い頃、ルネサ ンス以降の絵画、幻視 を求め

る絵画 を批判 してい ます。現実の幻視、あたか も

丸いように見せた り、空間があるように見せた り

する絵画を。それは芸術 を考えるに当たっては誤

った方法だ と若い頃か ら感 じてい ました。芸術は

幻想ではあ りませ ん。「存在」 なのです。私 の描

く絵画 においては、光は絵画から見 る人に向かっ

て放たれ ます。絵画の空 間は、絵の前方向にある

のです。そ して見 る人はその空間の中に居 ること

になります。つ まり空間との関係が、奥行 きを描

こうとす る作 品や、平坦 を描 こうとす る作 品とは

異 なるのです。そ こが違 うのです。それに、視点

が変わると光 も変わ ります。同 じ反射ではないの

です。 もちろん、 もとは同 じ作 品なので、 よく似

た光の具合 になるのですが。で も作品は見 られる

瞬間に存在するのです。その次の瞬間、見る人の

位置が変わると、 もう同 じ作品ではなくな ります。

見ているその瞬間に絵画は存在 します。伝統的な

絵画 と比べ ると、私の絵は時間との関係 も異なる

のです。伝統的な絵画は、 どこに見 る人が立って

いて も同 じ絵画です。これが、私が今描いている

作品の2つ の特徴 です。それ を1979年 以 降ず っと

行 ってきました。

これで全てです。で も私の話 を聞 くよりも絵 を見

ていただいた方がいいと思い ます
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ピエール ・スーラージュへの6つ の質問―2011年3

月22日 、画家のア トリエ(パ リ)に て

12分24秒 、 ビデオ

撮影:ジ ャン＝ミシェル ・ムー リス

映像編集:播 本和宜

翻訳:高 野勢子

協力:五 辻通泰 ・五辻洋祐

企画 ・監修 新畑泰秀
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